
年度 2025

授業コード 08033

授業科目 データサイエンス実践課題演習

英文科目名 Practical Exercise for Data Science

講義副題

開講責任部署 共通教育

講義区分 演習

単位数 2.0

時間割 1学期: 集中講義

講義開講時期 1学期

履修開始年次 1

メディア授業科目

区分1 平成20年度以降入学生／令和６年度以降入学生

区分2 共通教育）教養科目自然分野／視野を広げる科目自然科学系領域

履修における注意点

資格等

ナンバリングコード

02‑0360‑21

05‑0226‑21

担当教員
◎は代表教員です。

副題【SUBHEADING】

授業の目的【COURSE
AIMS】

Matlabを利用するPBL (Problem Based Learning)を通じて、データサイエンス・AIを活用して初歩的な画像認識技術について一連のプロセ
スをグループワークとして体験すると共に、分析結果から起きている事象の意味合いを理解する。

関連科目名、関連科目コー
ド番号 

【COMPUTER LINK /
RELATED COURSES】

「さわってわかるAI講座 ～基礎理論からクラウドサービスを使った実践まで～」
「データ活用のためのプログラミング入門」
「DXとビジネス創出」

授業の概要 

【COURSE SUMMARY】

グループ学習を主体とした課題探求型の実習形式で実際の課題を解決するようなデータをプログラムによって処理し、結果をまとめる過程
を通じて数理・データサイエンス・AIの基礎を学びます。

授業科目の到達目標【COURSE OBJECTIVES】

キーワード

【KEYWORD】
数理、データサイエンス、AI、Matlab、プログラミング、PBL

履修希望学生に求めるもの

【PREREQUISITES /
REQUIREMENTS】

Matlabを用いた画像データ解析を行います。未経験者もMatlabを用いた解析はできますが、できればプログラミングに対して積極的な意
欲をお持ちの方が望ましいです。

履修に係わる注意事項

【NOTES ON CLASS
ENROLLMENT】

大阪大学等とのオンライン共同開催による集中講義ですが、グループ学習を主体とした課題探求型の実習形式で数理・データサイエンス・
AIの基礎を学びます。開講時期は9月16日～19日を予定しています。

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学習

【STUDENT PREPARATION &
REVIEW AT HOME】

グループ学習で議論するための基礎知識はE‑learningコンテンツを自学すること、サンプルを用いて自身でプログラミングすること
が必須です。わからない点をグループ内の議論や教員への質問を通じて解決しつつ自主的に学習を進めてください。

教科書・参考書【COURSE
TEXTBOOK / REFERENCE
BOOKS】

ニューラルネットワーク自作入門，Tariq Rashid著，マイナビ出版
MATLAB入門：https://jp.mathworks.com/help/matlab/getting‑started‑with‑matlab.html 
（2021.7.18参照）
MATLABで学ぶ実践画像・音声処理入門, 伊藤 克亘, 花泉 弘他著，コロナ社

成績評価の基準と方法【GRADING POLICIES/CRITERIA】

オフィスアワー

オフィスアワーに関する補足 集中講義のため設定しない

氏名 所属

◎ 三好　康夫 理工学部

菅原　武志 データサイエンスセンター

李　冠軍 データサイエンスセンター

髙畑　貴志 学び創造センター

授業実施方法 主に対面（全開講回数の過半数）、一部オンライン

【テーマ（日本語）】(IN JAPANESE) データサイエンス活用実践PBL

授業科目の到達目標

1 数理・データサイエンス・AIを活用した一連のプロセスを体験し、それらを活用することの意義を理解する

2 仮説や既知の問題が与えられた中で、必要なデータにあたりをつけ、データを収集・分析できる

3 分析結果を元に、起きている事象の背景や意味合いを理解できる

この授業で身に
つける「10+1の
能力」

専門分野に関する知識 論理的思考力 課題探求力

情報に関するリテラシー コミュニケーション力 協働実践力

第1回

授業概要

1. ガイダンス、社会における数理・データ・AI事例紹介
2. 教師あり学習（サポートベクターマシン、ランダムフォレストなど）の基礎
3. Matlab Onlineの導入

第2回

授業概要

データ・AI活用企画：課題設定と実データの収集・加工
Matlabの使い方、プログラムの理解
サンプルの動画ファイルを用いて識別器を作成することを目指す。
動画認識を活用した課題の考案。

第3回
授業概要

動画データの収集、学習データの作成、識別器の構築

第4回
授業概要

動画データの収集、学習データの作成、識別器構築の継続

第5回
授業概要

発表準備　　
発表

比重・配分

学習意欲・授業参加度 50

期末レポート 50

氏名 曜日 時間 場所

三好 康夫 ‑ ‑ ‑

教員の実務経験の有無 無

授業形態 口頭での質疑やディスカッションを含む 授業中や授業時間外のグループワークを含む
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